
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舟橋村立舟橋小学校 学校だより 

              第８号 
                         令和３年１１月２４日 

 

富山県小学生火災予防研究発表大会で見事銀賞に！ 

「ふなはし村民大会」でアピールしました 
１１月３日（水）の文化の日に、舟橋中学校で「ふなはし村民大会」が開催されました。この大会に

６年生と４年生が、総合的な学習の時間に取り組んできたことについて発表しました。 
 ６年生は、地域の公園をみんなが利用しやすい公園にするために実践してきたことや今後の取組につ
いてグループ毎に発表しました。そして、大会に参加された皆さんへは、協力をお願いしたいことなど
についてアピールしました。４年生は、火災予防についての全校児童や教職員にアンケートした結果を
もとに、地域の皆さんや学校のみんなが火災０への意識を高めるための自分たちのアイディアについて
発表しました。 
 たくさんの方の前での発表にとても緊張していましたが、練習の成果を発揮し、堂々とした態度で発
表することができました。参加された方々へも、子供たちの思いが十分伝わったのではないかと思いま
す。 
 大会の後半では、高原兄さんの歌に合わせて、６年生が村歌「ちっちゃな舟橋村」を踊りました。６
年生の姿はとても微笑ましく、大会の雰囲気を盛り上げました。 

１１月１３日（土）に教育文化会館で行われた富山県小学生火災予防
研究発表大会に４年生６名が参加し、「ふなはし村民大会」でも発表した
「舟橋火災０(ゼロ)大作戦」について発表しました。この大会は、県内
の１３の小学校が参加して行われました。舟橋小学校以外はすべて５・
６年生が参加していたので、委縮してしまうのでは、という心配もあり
ましたが、顔を上げてはきはきした声で、しっかり発表することができ
ました。 
そして、結果は見事銀賞を獲得。講評では、「アンケートの結果から課

題を見付け、解決に向けて、４年生らしいアイディアで、地域や校内に
発信したことが素晴らしかった」というお言葉をいただきました。 

１１月３日（水）の舟橋村文化祭で、全校児童の作品を舟橋会館に展示しま
した。 
今年度は、新型コロナウイルスの影響で、２学期の学校行事を運動会に絞り、

学習発表会を中止したため、保護者の皆様には子供たちの作品を見ていただく
機会を設けることができませんでした。そこで、村文化祭の機会を利用して、
保護者の皆様、地域の皆様に作品を見ていただこうと、全校児童の作品を出品
しました。 
３日間の展示期間であったこともあり、例年よりも多くの方が来場されたと

聞きました。来場された方々が、とても熱心に子供たちの作品を見ておられる
様子を見て、とてもうれしく思いました。 

力作揃いです～第４０回舟橋村文化祭～ 

今回の大会では６名の発表の頑張りがありましたが、４年生全員で取り組んできた学習の成果の発表で
あり、４年生全員で獲得した銀賞だと言えます。４年生が取り組んできたことをさらに広めることで、地
域、家庭、学校の防火意識が高まることを願っています。 



 

 

２０日(月) 地区児童会 集団下校 14:05 
２２日(水) 大掃除 
２４日(金) 第２学期終業式 
      給食最終日 下校 14:15 
２５日(土)～１月１０日(月) 
      冬季休業 
 
※１月１１日(火) 第３学期始業式 

校内書初大会 給食開始 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日(水) 集金引き落とし日  
２日(木) 地域学校保健委員会 
３日(金) ６限なし  
６日(月) ６限なし  

１３日(月) ６限なし  
１４日(火)～１６日（木） 
      個別懇談会 
     下校 13:05 

１８日(土) 家庭読書の日 
 

12月の行事予定 

 ３～６年生は、授業のなかで積極的にタブレットを利用しており、１・２
年生も少しずつタブレットに慣れてきています。１１月からは情報教育特別
非常勤講師として舟橋中学校の高緑利江先生においでいただき、全学年がパ
ソコンを使って学習します。 
第１回目に、１年生はマウスに慣れるためのゲームをしたり、２年生はカ

レンダー作りをしたりしました。楽しみながらコンピュータに慣れていって
ほしいと思います。 

コンピュータを利用して学習しています 

５年生は、地域の方々に細川に遡上するサケのことや自分
たちの取組を知っていただくために、パンフレットを作成し
たり、「細川のサケを伝え隊」として細川に訪れた方に説明し
たりする活動を行ってきました。 
その様子から、子供たちがどれだけ愛情を込めてサケのお

世話を続けてきたか、その思いの強さがよく分かります。子
供たちは、またサケを育てて放流したいと考えています。 

３年生は、総合的な学習の時間で、舟橋村産の食
材について調べています。「ふれあい農園」でのミ
ディトマトのハウス栽培、「どろんこ農園」での有
機野菜の栽培、「スマイルリーフスピカ」での工場
栽培等を見学しました。 
舟橋村でたくさんの野菜が栽培され出荷されて

いることに子供たちは驚いていました。また、おい
しく育てるための工夫や栽培に関わっておられる
方々の思いを知ることができました。 
舟橋村産の食材を調べることを通して、舟橋村の

よさについてさらに理解できたようです。 

学校の教職員と３～６年生で、春に向けてフラ
ワーロードと学校敷地内の花壇の土づくりを行
い、ビオラやパンジーの花苗、チューリップの球
根を植えました。１・２年生は、自分の鉢にチュ
ーリップの球根を植えました。 
また、花と緑の銀行の森田勝さんのご尽力によ

り、富山県薬用植物指導センター薬草園から１０
種類以上のシャクヤクをいただきました。シャク
ヤクはグラウンド東側のフェンス付近に植えま
した。大きな株になり、きれいな花を咲かせるに
は３年ぐらいかかるそうです。まだ先のことです
が、どんな花を咲かせるのか、とても楽しみです。 
 
 
 

 舟橋村産の食材について調べています 

 

 

 植物の苗や球根を植えました 

 

サケの遡上について伝えています 

 

 


